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柱式地中連続壁を安全に
より早く、経済的に構築
一工程で高品質な山留め壁を造成
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　ＳＭＷ工法（SoilMixingwall）
は（昭和）年、多軸混練り
オーガー機により施工地盤の土
と、スクリュー先端より吐出され
るセメントスラリーを原位置で削
孔混練して壁体を造成するという
画期的な原位置土混練工法として
誕生し、年が経過しました。
　連続一体のソイルセメント連続
壁（柱列式地中連続壁）として、
エレメント端の削孔混練軸を次エ
レメントにラップさせるさせる完
全ラップ方式により、優れた遮水
性を有しております。
　ＳＭＷ工法は今日ではソイルセ

メント連続壁の業界標準として最
も一般的な工法として広く普及
し、山留め壁（土留め壁）、止水
壁等に多くの実績（平成年末
万㎡超）を残すに至りました。
　このＳＭＷ工法を当協会では時
代が求める品質、経済性、安全性
等を満足すべく更なる技術の向上
を図って参ります。
　柱列式地中連続壁工法のスタン
ダードであるＳＭＷ協会工法のご
発注には、技術と実績のあるＳＭ
Ｗ協会各社（正会員）にご依頼頂
きますようお願い申し上げます。

■特長
．止水性が高い
　混練翼と移動翼を交互に配置させたミ
キシングメカニズムにより、原位置土と
セメントスラリーをよく混練し、均質な
壁体を造成します。また完全ラップ方式
による施工により連続一体の連続壁とし
て造成することができます。
．周辺に対する影響が少ない
　原位置土混合撹拌方式のため、孔壁の
緩みや崩壊が極めて少なく、地盤沈下な
ど周辺地盤への影響は極めて少なくなっ
ています。
．工期の短縮が図れます
　山留め壁等の場合、Ｈ形鋼材に応力を
負担させるため、ソイルセメントに高強
度を必要としません。そのため他工法に
比べ工期は短く、経済的です。また、発
生泥土も少なくなっています。
．大深度施工が可能です
　壁体の施工深度は最長．ｍの実績が
あります。
■適用
●ＳＭＷ工法は、山留め壁、止水
壁のほか、崩壊防止養生壁、地盤
改良など多目的に利用できます。
●標準削孔径は通常φ～㎜
ですが、大深度掘削に対応して断
面性能大きな芯材が挿入できる削

孔径φ～㎜のＳＭＷが
あります。
●一般機のリーダー高さは約ｍ
ですが、路下などの高さ制限のあ
る場所には機械高さが．～．ｍ
の低空頭機（ＳＭＷ～）
を使用します。

●土質条件、配
合設計に基づく
適切な材料配
合、添加剤の使
用により、透水
係数など所用品
質を満たすＳＭ
Ｗ壁を造成する
ことができま
す。

　根切り工事に伴う地下水低下工法として、釜場揚水工法、ウエルポイン
ト工法、ディープウエル工法等があります。
　しかし、各工法とも、揚程、被圧水対応、低透水性地盤への対応等に難
点がありました。
　ウルトラディープ工法（ＵＤ工法）は、これらの課題を克服し、従来の

工法に対し、より大量
の揚水と深度で広範な
水位低下を実現し、少
本数での対応を可能に
しました。
　ウルトラディープ工
法は、「企画・設計・
解析・施工・計測・評
価」までをトータルシ
ステムとしてご提供す
る地下水処理工法で
す。
当システムにより
①確実な排水処理の実
現
②周辺環境への影響抑
制
③トータルコストの縮
減が可能。

１．負圧伝播とは？
地下水をＳＷＰでバキューム吸引すると
ａ）Ｈｉ－Ｗａｉ洗浄効果（自社特許）
ｂ）井戸内水位を負圧で吸い上げない様にコントロールし、
バキューム吸引する事で、地盤の方に負圧を伝播させる事（自社特許）
この２つの特許の効果により、井戸内への地下水の流入が加速度的に速くな
る事で、地盤内に負圧エリアが生じ、縦波でＳＷＰに吸引されていきます。
その事で
地下水位低下工法・・・ＳＷＰ工法（スポット減圧効果）
軟弱地盤改良・・・・・Ａ＆Ｓ工法　　　Ｑｉｎ－ＴＡＫＯ工法
　　　　　　　　　　　ＳＫＫ工法（真空気化効果）
等、多数の応用技術を開発中です。
注）外見上、ＳＷＰと似た工法が有りますが、本来の負圧伝播の効果は当社
単独の特許で確立していますので、ご注意願います。
また、この負圧伝播の数値解析も可能です。
２．ＳＷＰの採用例
・大型水門工事（海岸、河川等）、大気圧条件下での橋脚工事、大深度低圧
ケーソン工事⇒Ｑｉｎニューマチック工法、下水道処理場、ポンプ場、建築
立坑、等→山留め内水位低下、（外廻りの水位は殆ど低下しない。又、外廻
りの水位低下防止、コントロールにはＱｉｎ－ＴＡＫＯ工法が有効）地辷り
対策、全ての地下水対策として。
３．真空気化工法の採用例
ａ）乾燥、土壌浄化・・・ＳＫＫ工法
地盤強化、トラフィカビリティーの改善、産業廃棄物対策、液状化対策
ｂ）圧密促進工法・・・Ａ＆Ｓ工法、Ｑｉｎ－ＴＡＫＯ工法
プレロードを必要としない。沈下エリア大きい。沈下速度早い。間隙水圧上
昇しないので円弧スベリなし。
４．地下水完全復水工法・・・Ｖ．Ｐ．Ｒ．Ｗ工法
ＳＷＰとの組み合わせで地下水を酸化（サビ）させず、圧力注入とＨｉ－Ｗ
ａｉ洗浄で完全復水

　スーパーウエルポイント工法（ＳＷＰ工法）は地下水を負圧伝播で揚水
する事で、スポット的に地下水圧を減圧する事ができ、海岸や河川の地下
水でも水位低下が可能となった工法です。
　粘性土地盤等では、この負圧伝播の効果で常温での水蒸気気化が促進さ
れ脱水や乾燥が進み軟弱地盤の改良、圧密促進が可能となった工法です。
　ＶＯＣｓ、油分等の気化の物質も除去でき、土壌浄化としても有効です。
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